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搬入時現症：身長 166 cm、体重 68 kg、JCS 1、血圧


















腹部単純 CT 検査所見（前医で造影 CT 検査後）（図
2a，2b）：全体に腸管ガス貯留はあるものの、閉塞機転は
明らかではなかった。膀胱後壁から右側腹部に向かう内














Open method で 12 mmポートを挿入し、引き続いて臍
のやや頭側左・右にそれぞれ 5 mmポート、腹壁と腸管




















ら穿孔したと考えられた。鉗子で把持して 12 mm ポー
トから容易に摘出可能であった（図 4b）。膀胱壁の損傷
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